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研究成果の概要（和文）：ハワイの沖縄系、日系、中国系、コリア系のコミュニティに入り込み、

3 年間、主として民族祭の参与観察およびインタビューを行った。その結果、(1)戦後ハワイで

は次々と大きな民族祭が催されるようになったこと。(2)そしてそれがハワイの新たな文化とし

て定着していること。(3)その背景には民族間の緊張があることなどを明らかにした。たとえば

沖縄系は、日系と深い関係を続けながらも日系との差異を強調するオキナワンスタイルの民族

祭を形成していった。なお、東北地方太平洋沖地震のために繰り越した現地調査を 2011 年夏

に実施、所期の目的を達した。 
 
研究成果の概要（英文）：We conducted field works in Hawaii for 3 years, especially in the 

ethnic festival seasons of Okinawan, Japanese, Chinese, and Korean communities. Our 

findings are: (1) the major ethnic groups in Hawaii had been starting up their ethnic 

festivals after W.W.II, (2) each festival had been gradually regarded as a part of 

Hawaii’s local culture, (3) some strained relations had been in existence among the 

groups, which motivated them to start the festivals. 
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１．研究開始当初の背景 
 （1）研究代表者が 1978 年以来ハワイに通

い数年のうちにハワイのイメージとリ

アリティーの違いに大きな衝撃を受け

たこと。 
 （2）20 年余りの観察により日系や沖縄系

の人びとの文化活動をリアルタイムで

観察してきたこと。 
（3）若い研究者のなかにハワイの各民族

の文化の変化に注目して地道にフィー

ルドワークを重ねる人が増えてきたこ

と。 
 （3）かれらを糾合して共同研究を行えば、

ハワイの主要な民族集団がカバーでき
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ること。 
 
２．研究の目的 
 多文化社会といわれるハワイのリアリテ

ィーを明らかにすること。とくに（1）多様

な文化が花開くハワイだが、それぞれの民族

がどのような過程を経て、こんにちのような

民族関係を取り結ぶようになったか、（2）こ

んにち見られる各民族の文化はどのような

過程で出来上がってきたのか。（3）多様な民

族背景を持つ人びとはどのような交渉を経

てハワイに「適応」するのか。 
 
３．研究の方法 
 （1）民族祭などのイベントにボランティ

アとして参加しながら情報を得る参与観察

法 
 （2）ラポールの成立した人への深層面接

法 
 （3）多くの人びとの意見や考え方を訊く

質問紙調査法 
 （4）新聞や雑誌、個人の記録などから情

報を得る文献調査など 
 

４．研究成果 

 （1）沖縄系コミュニティが 80年代から極

めて大きなプレゼンスを示すようなった背

景の解明 

 （2）ハワイ系先住民と沖縄系との交渉、

アイデンティティの模索の実態解明 

 （3）中国系がハワイのなかでメジャーな

民族として地位を獲得していくプロセスの

解明  

 （4）コリア系が存在意義を模索し、活動

を活発化していく過程の解明 

（5）沖縄県出身のアメラジアン（アメリ

カ人と日本人・沖縄人の両親のもとに生まれ

た人）のハワイ社会への適応の実態の解明 

◎インパクト 

（1）ハワイが「太平洋の楽園」という標

語で語られることが多いだけに、われわれが

明らかにしてきたその実態との落差は多く

の社会科学者の耳目を集めることになった。

とくに若い研究者のなかにハワイに留学を

して参与観察に従事する人が増えた。 

（2）とくに、日系の陰に隠れてインビジ

ブルな存在だった沖縄系（ウチナーンチュ）

が大きな存在を示すようになったプロセス

を解明したことで、少数民族のなかの少数民

族の実態解明に向かう人が出てきている。 

◎今後の展望 

ハワイの文化の形成と変化をより広い、よ

り長いスパンで解明する必要がある。たとえ

ば先住民族の文化を基層としながらも、日系

文化が共通の文化になっていくプロセスの

解明や、ハワイ文化の基層の一部をなすと思

われるプランテーション文化の形成過程の

解明など。 
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